




























































































































































































































高学年(3 ･ 4年生)は低学年(1 ･ 2年生)より｢気が小さい､消極的､静か｣｢誠実､勤勉｣といったイ
メージをもちやすく､｢ずるい､日和見主義｣｢残忍､好戟的､暴力的｣｢創意に富む､独創的｣といったイメー
ジをもちにくいことがわかった｡
第5章　日本人イメージの形成:日本語学習の影響
第5章では､日本人イメージ､対日情報源､イメージ全般の形成要因､直接経験について､学習者と非
学習者の比較､学習者間(日本語能力別､日本語学習歴別)の比較を行い､学習者のもつ日本人イメージ
の特徴を明らかにした上で､その特徴を生み出す要因を検討した｡
日本人イメージの比較からは､学習者が非学習者より｢二面的､本心がわからない｣｢親切､やさしい｣
｢気が小さい､消極的､静か｣｢迷惑をかけることを嫌う､配慮する｣｢規則遵守､原則重視｣というイメー
ジをもちやすいことが判明した｡そのうち｢二面的､本心がわからない｣｢気が小さい､消極的､静か｣｢規
則遵守､原則重視｣の3つについては､日本語能力の高い学習者が低い学習者よりもちやすいことも示
された｡■一方､｢ずるい､日和見主義｣｢利己的､計算的｣｢質素､節約する｣｢歴史歪曲､過去を反省しない｣
｢残忍､好戟的､暴力的｣というイメージは､学習者が非学習者より､また日本語能力の高い学習者が低
い学習者よりもちにくいことが見出された｡影響要因の分析(第4章)から､学習者がもちやすい5つの
イメージは日本人の対人関係のあり方に関する内容で､学習者がもちにくい5つのイメージは国家イ
メージから派生した内容であることが推測できた｡したがって､本研究の結果は､学習者､特に日本語
能力の高い学習者が､日本人に対して｢本音を示さず､深入りしない｣といった対人関係のあり方に関す
る認識をもちやすく､ ｢ずるがしこく､歴史意識が足りない｣といった国家イメージから派生した認識を
もちにくいことを示唆している｡
対日情報源の比較からは､学習者は非学習者より､また日本語能力の高い学習者は低い学習者より直
接経験(日本人との接触､滞日経験)と日本語および日本関連の授業への依存度が高く､韓国のテレビ報
道と学校教育への依存度が低いことがわかった｡イメージ全般の形成要因の比較からは､学習者は非学
習者より､また日本語能力の高い学習者は低い学習者より直接経験の影響が大きく､韓国のテレビ報道
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と学校教育からの影響が小さいことが示された｡直接経験の比較からは､学習者は非学習者より､また
日本語能力の高い学習者は低い学習者より直接経験をもつ人が多いことが判明した｡予備的研究の結果
(第2章)､影響要因の分析(第4章)､比較分析(第5章)から､学習者､特に日本語能力の高い学習者が
日本人の対人関係のあり方に関する認識をもちやすい背景要因として日本語および日本関連の授業から
の知識と日本人との対人コミュニケーション経験が見出された｡また､国家イメージから派生した認識
をもちにくい背景要因として対日情報源の多様性が導かれた｡
以上の検討より､日本語学習が日本人イメージに与える影堅甲2つのあり方が示唆されたo第1は､
日本語の授業による直接的な影響である｡日本語および日本関連の授業から獲得される知識が日本人の
対人関係のあり方に関する認識につながることが示された｡第2は､日本語の上達による間接的な影響
である｡日本語の上達が環境の変化(直接経験の増加､対日情報源の多様化)をもたらし､間接的に日本
人イメージに影響を与えるプロセスが見受けられた｡具体的には､ 1)日本語の上達が日本人との対人
接触を促し､その接触経験から日本人の対人関係のあり方に関する認識が形成されること､ 2)日本語
の上達に伴う対日情報源の多様化が対日情報源としての韓国のテレビ報道と学校教育への依存度を下
げ､結果的に国家イメージから派生した認識の弱化につながることが推測できた｡
第6章　日本人イメージの形成:因果モデル
第6章では､日本人イメージの形成に関する因果モデルを構築するために､まず第3章で明らかにし
た23カテゴリーのイメージをその形成要因に基づいて上位カテゴリーに再分類した｡その後､ロジス
ティック回帰分析を用いて上位カテゴリーと有意な因果関係をもつ直接的･間接的要因を見出し､間接
的要因から上位カテゴリーに至るまでのパスダイアグラムを作成した0
日本人イメージの上位カテゴリーとしては､｢コミュニケーションの相手としてのイメージ｣｢日本の
国民としてのイメージ｣｢物の作り手としてのイメージ｣｢自己表現に関するイメージ｣の4つを導き出し
た｡上位カテゴリーの出現頻度からは､韓国人大学生が日本人に対して日本の国民としてのイメージを
抱きながらも､それ以上にコミュニケーションの相手としてのイメージをもっていることが明らかに
なった｡これより､韓国人大学生は日本人の国民や集団成員としての特徴よりも独立した一個人として
の特徴(特に対人関係のあり方)に注目していることが示された｡また､韓国人大学生が日本人とコミュ
ニケーションを行う際､コミュニケーションの相手としての既知のイメージが日本人との対人接触にお
いて先入観として作用しやすいことが示唆された｡
ロジスティック回帰分析を通して､上位カテゴリーのイメージへの影響要因を総合的に検討した結果､
韓国人大学生の日本人イメージの形成と弱化に関する以下のような経路を見出した｡
(1) ｢コミュニケーションの相手としてのイメージ｣の形成: 3経路
①滞日経験者および日本に詳しい人､日本語および日本関連の授業､日本のドラマからの対日情報に
よって形成される｡
②直接経験(日本人との接触､滞日経験)から生み出される｡
③日本語の上達が対日情報源としての日本語の授業と日本のドラマへの依存度を高めたり､直接経験
を促したりし､結果的にイメージの形成につながる｡
(2) ｢日本の国民としてのイメージ｣の形成と弱化: 3経路
①韓国のテレビ放送と学校教育によって形成される｡
②日本のドラマからの情報によって弱まる｡
③日本語の上達が対日情報源としての日本のドラマへの依存度を上げる一方で､韓国のテレビと学校
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教育への依存度を下げ､結果的にイメージの弱化につながる｡
(3) ｢物の作り手としてのイメージ｣の形成と弱化: 3経路
①日本製品を使った経験から形成される｡
②日本のファッション雑誌と韓国のテレビからの情報を通して弱まる｡
③日本語の上達が対日情報源としての韓国のテレビへの依存度を下げ､結果的にイメージの形成につ
ながる｡
(4) ｢自己表現に関するイメージ｣の形成: 1経路
①ファッション雑誌と韓国にいる日本人の観察から形成される｡
日本語学習が日本人イメージに直接的･間接的に影響を及ぼしていることは､因果モデルを通しても
確認された｡直接的な影響としては､日本語の授業が｢コミュニケーションの相手としてのイメージ｣の
形成に寄与することが判明した｡間接的な影響としては､日本語の上達が環境の変化(直接経験の増加､
対日情報源の多様化)をもたらし-､結果的に｢コミュニケーションの相手としてのイメージ｣の形成と｢日
本の国民としてのイメージ｣の弱化に影響していることが明らかになった｡これらの結果より､日本語
学習(具体的には日本語の上達)に伴って日本人に対する日本の国民としての認識が弱まる一方で､コ
ミュニケーションの相手としての認識が強まることが予測できた｡
第7章　結論:日本人イメージの実態と形成メカニズム
本研究では､韓国人大学生の日本人イメージの実態とその形成メカニズムについて以下のようなこと
を明らかにした｡
(1)日本人イメージの内容が具体的でかつ複合的である｡
回答者の自由記述から見出した23カテゴリーのイメージは､非常に細分化しており､相反する内容
を内包していた｡
(2)多様なレベルの対日情報と直接的な経験が日本人イメージを形成している｡
韓国のテレビと学校教育からの情報のみならず､日本のメディア(ドラマやアニメなど)からの生の
情報と直接経験(日本人との接触､滞日経験)も日本人イメージの形成に大いに寄与していた｡
(3)日本語学習は日本人イメージの形成に直接的･間接的に影響を及ぼしている｡
日本人イメージの形成における日本語学習の影響には､日本語の授業による直接的な影響と､日本
語の上達に伴う環境の変化(直接経験の増加､対日情報源の多様化)がもたらす間接的な影響があるこ
とが判明した｡
(4)日本の国民としての認識よりもコミュニケーションの相手としての認識が強く､そのような認識に
は日本語学習が大きく影響している｡
日本人に対して日本の国民としてのイメージを抱きながらも､それ以上にコミュニケーションの相
手としてのイメージをもっていた｡また､ロジスティック回帰分析では､日本語学習がコミュニケー
ションの相手としてのイメージの形成と､日本の国民としてのイメージの弱化を促していることが明
らかにされた｡
本研究の結果より､韓国人大学生がもっている日本人に対するコミュニケーションの相手としての認
識が､日本人との対人接触において先入観として作用しやすいことが示唆された｡滞日経験者､日本の
メディア(ドラマ)､直接経験を通して形成されるコミュニケーションの相手としての認識は､ある程度
現実を反映しているものといえる｡よって､そのような認識は､日本人とコミュニケーションを行う際
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に相手に対する背景知識として働き､相手の行動を理解する手助けとなることが期待できる｡しかし､
一方では､信頼性の高い情報として過度に一般化され､相手を判断する際に初めから適用されやすく､
コミュニケーションの相手に対する正しい理解を妨げる原因ともなりうる｡
韓国人の日本人イメージの内容と形成メカニズムを具体的に記述した本研究の結果は､韓国人側には
日本人との対人接触において先入観として作用しやすいイメージの実体を自覚するきっかけを､日本人
側には韓国人との対人接触において生じうる認識のギャップに関する情報を提供し､両者の対人コミュ
ニケーションにおける相互理解の促進に貢献できると思われき｡
論文審査結果の要旨
本論文は､韓国人大学生の抱く日本人イメージの実態とその形成メカニズムについて質的調査および
量的調査を通して実証的に明らかにした研究である.論文は7章から構成される｡第1章序論で問題の
所在と先行研究を示し､第2章では予備的研究について説明し､第3章から第6章で本調査の結果と考
察をまとめ､第7章で総合的な結論を述べる｡
第1章ではまず､韓日間の人的交流が急増している現状を踏まえて､集団としての日本人対する韓国
人のイメージが日本人との対人コミュニケーションに与える影響に注目し､韓国人大学生のイメージの
実態とその形成メカニズムを検討する必要性について述べている｡また､本研究の目的としては､ 1)
日本人イメージの詳細な記述､ 2)日本人イメージの形成メカニズムの分析､ 3)日本語学習が日本人イ
メージに与える影響の検討を掲げている｡さらに､本研究が従来の外国人イメージ研究と異なる特徴は､
1)単に好感度をみるのではなく､イメージの具体的な内容と各イメージの形成過程を検討の対象にし
ている､ 2)質的調査(面接法)と量的調査(質問紙法)を用いて日本人イメージの全体像の正確で多面的
な把握を目指している､ 3)集団としての日本人イメージが日本人との対人コミュニケーションに及ぼ
す否定的な影響に注目している､の3点であるとしている｡
第2章では､予備的研究1 (質問紙調査)と予備的研究2 (面接調査)の内容と以下の主な成果3点を
説明している｡ 1)日本人イメージの内容:因子分析を用いてイメージの6つの構成因子(利己的､配慮
的､集団的､個性的など)を抽出し､一方ではPAC分析の自由連想およびインフォーマントによる解釈
を用いて6つのイメージ(独自的､二面的､性に開放的など)を兄いだした｡ 2)日本人イメージに影響
を与える要因:重回帰分析の結果から韓国マスメディア､直接経験(日本人との接触､滞日経験)､統合
的志向(日本人や日本文化-の関心)､性別の4つの影響要因を求めた｡ 3)日本語学習者と非学習者の
もつ日本人イメージを比較し､日本語学習の影響には日本語の授業による直接的影響や日本語の上達に
伴う環境の変化(日本人との接触増加､対日情報源の多様化)による間接的影響が存在する可能性を示し
た｡
第3章以下では､予備的研究の成果を生かして行った本調査の結果をまとめている｡本調査は韓国の
3地域の大学生を対象に質問紙法による調査を実施した｡有効回答者は527名であった｡
第3章では､自由記述の回答について内容分析を行い､日本人イメージ23カテゴリーを導きだし､各
イメージの意味と出現頻度を検討した｡イメージの内容が非常に細分化され､相反する内容が出現して
いたことから､韓国人大学生は日本人に対してかなり具体的で複合的なイメージを抱いていることが明
らかになった｡このことは､イメージの全体像が肯定的か否定的かというような単純な分析の枠組みで
は捉えきれないことを示唆している｡出現頻度から､ ｢二面的｣｢親切｣｢開放的｣｢凡帳面｣｢礼儀正しい｣｢個
＼
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人主義的｣｢個性が強い｣などのイメージが広く共有されていることが判明した｡また､過去の類似の調
査結果と比較することで､日本人に対する認識は､国民としてのものから個々のコミュニケーションの
相手と~しての認識へと変化しつつあることも明らかにしている｡
第4章では､日本人イメージ形成への影響要因について､内容分析と統計的分析を用いて検討されて
いる｡その結果､韓国人大学生の日本人イメージ全般の形成要因は､既存の情報源(韓国のテレビ報道､
高校までの学校教育､日本語･日本関連の授業)と生の情報を提供する情報源(アニメやドラマなどの日
本の大衆文化､友人としての日本人との接触や滞日経験などの直接経験)に分類された｡特に後者がイ
メージ形成に大きく寄与しており､日本人イメージが無知や誤解などの誤った認識とは限らず､ある程
度現実的なものであることが示唆された｡
第5章では､日本人イメージの形成に日本語学習が与える影響ついて検討している｡その結果､学習者､
特に日本語能力の高い学習者は日本人に対して､ 1) ｢本音を示さず､深入りしない｣といった対人関係
の,あり方に関するイメージをもちやすく､｢ずるがしこく､歴史認識が足りない｣といった国家イメージ
から派生したイメージをもちにくい､ 2)対日情報源が多様で､直接経験と日本語･日本関連の授業へ
の依存度が高く､韓国のテレビ報道や学校教育への依存度が低い､ 3)直接経験が多く､その影響も大き
いことが判明した｡
第6章では､日本人イメージの形成に関する因果モデルの構築を目的としている｡まず､第3章で明
らかにした23カテゴリーを｢コミュニケーションの相手｣｢日本の国民｣｢物の作り手｣｢自己表現｣の4つ
のイメージに再分類した｡これら4つの出現頻度の分析結果から､韓国人大学生は日本人に対して日本
の国民としてのイメージを抱く以上に､コミュニケーションの相手としてのイメージをもっていること
が判明した｡続いて､ロジスティック回帰分析を用いて4つのイメージと有意な因果関係をもつ直接的･
間接的要因を兄いだし､日本人イメージの形成と弱化に関するパスダイアグラムを作成した｡この分析
結果から､日本語学習がコミュニケーションの相手としてのイメージの形成を促進し､日本国民として
のイメージの弱化を促していることが明らかにされた｡
第7章では､韓国人大学生のもつ日本人イメージの実態とその形成メカニズムについて､次のような
結論をまとめている｡ 1)日本人イメージの内容は単純ではなく､具体的かつ複合的であること､ 2)多
様なレベルの対日情報と直接経験がイメージ形成に影響していること､ 3)日本語学習は日本人イメー
ジの形成に､日本語の授業によって直接的な影響を与え､日本語の上達に伴う環境の変化が間接的な影
響をもたらしていること､ 4)韓国人大学生は日本の国民としてのイメージよりもコミュニケーション
の相手としてのイメージが強く､それには日本語学習が大きく影響していること｡
今後の課題としては､今回は実現できなかった日本人イメージの構造を明らかにすること､縦断的研
究を行うこと､日本人イメージと個人属性との関連性を明らかにすること､研究対象者を韓国人一般･
韓国以外の国に拡大して､外国人イメージの形成についてより普遍的な知見を求めることである｡また､
日本人のもつ韓国人イメージについての調査結果を本研究と比較検討することも必要である｡
以上のような課題はあるものの､新たな研究アプローチを用いて､対人コミュニケーションという観
点から日本人イメージについて論者が行った詳細な分析の結果は､韓国人の対日イメージにおける近年
の変化を的確に捉えたもので､その成果は日本語教育学分野のみならず､異文化交流を扱う社会科学の
諸分野にも寄与するところが大きい｡よって､本論文の提出者は､博士(文学)の学位を授与されるに十
分な資格を有するものと認められる｡
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